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大管長会メッセージ

思いや りのある

言葉を掛ける

第二副管長

マ リ：オン ・G・ ロム ニー

「わ たしは主がわれわれになされたすべ

てのことによって，主のいつ くしみ

と，主の誉れ とを語 り告げ， また，そのあわ

れみによ り，その多 くのいつ くしみによって，

イスラエルの家に施 されたその大 いなる恵み

を語 り告げよう。」(イ ザヤ63：7)

今 月 のメッセー ジで私が訴えたいのは， 己

の舌 を制 し，互 いに思いやりのある言葉 を掛け

合 うことによって，このイザヤの言葉にある

ように，主が ご自分の民に抱いておられる深

い慈愛を私 たちの人間関係の中で互 いに示し

合 うとい うことである。

イエスは言われた。「人によくしてや り，ま

た何 も当てに しないで貸 してやれ。そうすれ

ば受け る報 いは大 きく， あなたがたはいと高

き者の子 となるであろう。い と高き者は，恩

を知 らぬ者に も悪人に も，なさけ深いからで

ある。

㌦

"雲 とざ す 処 に 愛 の 光 照 らさ'ん"

(讃 美 歌35番 よ り)
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あなたがたの父なる神が慈悲深いように，

あなたがたも慈悲深 い者 となれ。」(ル カ6：

35-36)

次 の言葉に，他に並ぶ者 のない救い主の慈

悲深 さが端的に表現 されている。

「キ リス トに 対 して
， 最 後 に 思 いや り深 い

言 葉 を か け た の は 盗 人 で あ っ た 。 キ リス ト

は そ の 思 い や りを 快 く受 け 入 れ ， 盗 人 を お

赦 し に な っ た 。」(ロ バ ー ト ・ブ ラ ウ ニ ン グ，

βαγ漉'〆s翫 勉 漉αγQ%o如'の ηs「バ ー トレ ッ

ト引用 集 」 第13版 ，1955年 ，p.573-6)

イエスがこの盗人 をお赦 しになったか どっ

かはわか らないが，「あなたはきょう，わたし

と一緒 にパ ラダイスにい るであろう」(ル カ

23：43)と い う言葉には，イエスの思いや り

がにじみ出ている。

イエスはまた， ご自身を十字架にかけた者

のために，「父よ，彼 らをおゆるしください。

彼らは何 をしているのか，わからずにいるの

です」(ル カ23：34)と 祈 られた。

パウロは，エペ ソ人への手紙の中で次のよ

うに述べている。

「……わたしは
，あなたがたに勧める。……

できる限り謙虚で，かつ柔和であり，……平

和のきずなで結ばれ て，聖 霊 に よる一致 を

守 り続けるように努めなさい。・…・・悪い言葉
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をいっさい， あなたがたの口か ら出 してはい

けない。必要があれば，人の徳 を高め るのに

役立つような言葉 を語って，聞いている者の

益 になるように しなさい。……

すべての無慈悲，憤 り， 怒 り，騒 ぎ，そし

り， また，いっさいの悪意を捨て去 りな さい。

互に情深 く，あわれみ深い者 とな り，神が

キ リス トにあってあなたがたをゆるして下 さ

ったように， あなたがたも互にゆるし合いな

さい。」(エ ペソ4：1-3，29，31-32)

使 徒ヤ コブ も，彼の手紙の中でこのような

勧告 を与 えている。

「聞 くに早 く
，語.るにおそ く……あるべ き

である。」(ヤ コブ1：19)

そ れか らヤコブは，実際に言葉 を制す るこ

とについて，信心深 い振 りをしなが ら実は無

遠慮にあか らさまに言 う人と，舌を制す るこ

とのできる人 とを対照 させて，次のように述

べている。

「もし人が信心深い者だと自任 しながら，

舌 を制す ることをせず， 自分の心 を欺いてい

るならば， その人の信心はむな しい ものであ

る。」

また， このようにも言 っている。

「もし，言葉の上であや まちのない人があ

れば，そ うい う人は，全身 をも制御すること

のできる完全な人である。」(ヤ コブ1：26;

312)

全 身 を制御すること， これは高尚な目的で

ある。 しか しなが ら，そこに達す るには実際

に努力をしなければな らない。それ とい っの

も，舌は全身か ら見れば小さな器官ではある

が，疲れ切 ってしまうこ とはまずないか らで

ある。ヤコブはそれをふたつの例 をあげて教

えている。つ まり，馬の口に くつわをはめ る

なら 「その全身を引 きまわす ことができる」

という例 と，船体の大 きな船が激しい風に吹



きまくられて も， ご く小 さな舵ひとうで思 い

の ままに操縦できるという例である。これと

同じように，舌は小 さな器官であるが，大言

壮語 し，大 きな火を燃え立たせ ることがある。

ヤ コブは，舌を，全身を汚し，「生存の車輪 を

燃や」す 「不義の世界」であるとしてとがめ

る一方，「あらゆる種類の獣，鳥，這 うもの，

海の生物は，すべて人類に制せ られるし， ま

た制せ られてきた。 ところが，舌 を制 しうる

人は，ひとりもいない。それは，制 しに くい

悪であって，死の毒に満ちている」 と指摘 し

ている(ヤ コブ3：2-8)。

それか ら2千 年近 くを経た今 も，ヤ コブが

力強 く勧告 したその制 しに くい悪 と私たちの

戦いは続 いている。つま り，着 の聖徒 と同様，

末 日聖徒 もこの悪 を超越 していないのである。

イエスやパ ウロやヤコブの時代 よりはるか

昔， 旧約時代の予言者たちも同 じ教 えを説 き，

同様の勧告を与えている。賢明な箴言の作者

の言葉に耳を傾 けてみよう。

「柔 らかい答は憤 りをとどめ
，激 しい言葉

は怒 りをひきおこす。

知恵ある者の舌は知識 をわかち与 え，愚か

な者の口は愚か を吐 き出す。……

優 しい舌は命の木である。乱暴な言葉は魂

を傷つけ る。……

だれが賢い妻を見つけることができるか，

彼女は宝石 よりもす ぐれて尊い。……

彼女は 白を開いて知恵を語る，その舌には

いつ くしみの教がある。」(箴 言15：1-2，

4;31：10，26)

ア メ リカにおいて，ベ ンジャ ミン王は両親

に対 して， 自分の子供が 「神の律法に背 き互

いに争ったり戦 った りして，私たちの先祖が

言ρ た悪魔すなわちあらゆる義 しさの敵であ

って罪の頭である悪魔 に仕 えることを」許 さ

ないように と教えている(モ ーサヤ4：14)。

一 方この末 日において
，主は教会が組織 さ

れる1年 以上前に，伝道の業に働 く資格 を次

のよっに示 しておられる。

「信仰
，徳行，知識，節制，忍耐，兄弟の

親切，敬慶，慈悲，謙遜，勤勉などの諸徳 を

忘るるこ となかれ。」(教 義 と聖約4：6)こ れ

は， このような徳が伝道活動に不可欠である

ことを示す ものである。

後に主は， それらの徳 を神権 の権能を行使

する時の必要条件 として具体的に述べてお ら

れる。

「如何 なる権力 も勢力 も
，神権によりて維

持す る能わず， または維持すべ きものにあ ら

ず，ただ説服 と堅忍 と柔和 と温情 と偽らざる

愛 とによる。

また，親切 と浄き知識すなわち偽善にあら

ず好智にあ らず してその人を甚 だ大いならし

むるものによる。」(教 義 と聖約121：41-42)

「思慮分別のある話 し方は雄弁よ りも尊い
。

また，相手に快 い言葉 をかけることは，美辞

麗句 を並べ たてた言葉 には るかに まさる。」

(「バー トレッ ト引用集」第13版 ，1955年 ，

p.121-a)

予 言者 ジョセブ ・ス ミスは， 当時の扶助協

会の姉妹たちに，「舌は 制 しに くい器官であ

る」 として， このような勧告を与えている。

「取るに足らないことを語 ってはならない
。

とい うのは，小 さな うわさ話が世間に火をつ

けるか らである。」(H蹴oκy(ゾ7劾C勧z罐(ゾ

ルs鰐C加 癖(ゾLα 漉処五吻y翫 傭s「 末 日聖徒 イ

エス ・キ リス ト教会歴史」5：20)

従 って，私たちは己の舌 を制 し，主の慈愛

に満 ちた思いや りに倣 って，互 いに思いや り

のある言葉 を掛け合 うようにしようではない

か。
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門 戸は閉 ざされ・国境 は封鍵 れてし・る・

大勢の宣教 師が入国 を許された国々で人

々の救いに献身的に従事 じている一方で，な

お多くの国々が，回復 された教会のメッセー

ジを受け入れようとしない。 しか もその国々

は，世界入口の半分以上 を擁 している。

私たちは，「もろもろの国民」にこの メッセ

ージを宣べ伝 えるように命 じられている
。で

は私たちは， どのようにすればそれができる

だろうか。スペ ンサー ・W・ キンボール大管

長が語 っているように，閉 ざされた国々の門

戸を開 くためには，外交 と同時に，教会の指

導者 と会貝の信仰が必要である。「兄弟たち，

私は， とにか く私た ちの能力でできる限 りの

ことを行なったならば，主は門戸を開 く方法

を示 して下 さる と思 う。これは私の信仰であ

る。」(「聖徒の道」1974年11月 号 ，p.482)キ

ン ボー ル大管長 はこの ように語 っている。

教会 は， それらの門戸をハ ンマーで強引に

打ち壊す ようなことはしない。む しろ主 を代

表する者たちがよ く気 を配って少しずつ働 き

かけ るとい う方法 をとっている。用心深 く慎

重な国の指導者たちに，この教会がその国民

に とって極めて有益であること，イエス ・キ

リス トの福音は不和を起こさず，協力の精神

を培 うこと，そ してモルモンの宣教師はその

国の文化に害 を与えず，む しろ家庭 と家族を

強め ることによって文化 をしっか りと根づか

祈り ：

すべての人が利用できる

伝道の手段

七 十 人 第 一 定 員会 会 員

デ イ ー ン ・L・ ラ ー セ ン
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監

せ るということを理解 させ るように努めてい

るのである。

けれ ども私たちのほ とんどは， この重要な

仕事に直接携わることはない。では，私たち

はそのために何 らかの援助ができるだろうか。

その通 り，私 たちにできるこ とがある。

キンボール大管長は，他の教会幹部 と 「祈

りのキャンペー ン」 を開始す ることによって

その道 を開いた。それ と同時に，すべての聖

徒にこのキャンペーンに参加す るよう求めて

いる。「王や統治者の心 を和 らげ，国々の門戸

を開いて下さるよう，主に心から願いを続け

るならば，やがて宣教師はすべての国々に行

き，認め られた方法で福音を教 えることがで

きるようになるであろ う。」(EηS忽 η「エ ンサ

ィン」1975年10月 号 ，p.70)

祈 りが国の指導者たちの心 を変 えるものだ

ろうか。その通 りである。私 たち全員が，家

族の祈 りと個人の祈 り，集会 での祈 りにおい

て信仰 をひ とつに し， この地上における義な

る目的が達成 され るよう主に助けを求め る時，

私 たちに力が注がれる。この力を，私たちは

過少評価 してはなら.ない。現にモルモン経に

は，決 して開かれないであろうと思われてい

た扉が，祈 りの力によって大 きく開かれたと

いう感動的な証が記されている。

リーハ イの子供 たちが分かれて以来，義 し

いニーファイ人は，反抗的な兄弟のレーマ ン

人を改宗 しようと努力 した。ヤコブは次のよ

うに記録 している。「私 たちはレーマン人 を教

化 して再び これに真理 を悟 らせるため多 くの

工夫をめ ぐらしたが，……その主夫は何の役

にも立たなかった。」(ヤ コブ7：24)

また，イノスも次の ように記 している。「都

はニーファイの民が， レーマン人が もとのよ

う.に神 を正 しく信仰す るように尽力したこと

を証す る。 しか し，私たちの骨折 りはむだで

あった。」(イ ノス20)こ の ようなことがたび

たびあったため(両 者の間の残忍な戦争は言

うまで もない)，ニーファイ入はレーマン人に

福音 を宣べ伝 えようとす ることをむだだ と思

うようになった。そして，モーサヤの息子 た

ちがレーマ ン人の ところへ行 こうとした時，

ニー ファイ人は彼 らを 「あざけ り笑った。」

(ア ルマ26：23)

しか し，ア ンモ ンとその兄弟たちは，過去

の経験に も動 じない信仰 を，イエス ・キリス

トの福音の上に築 き上げていた。また，彼 ら

は伝道の業が容易でないことを知っていたの

で，「非常に熱心に祈 りと断食」(ア ルマ17：

3)を して， よく準備 を整えた。それか ら完

全な信仰 をもって出かけ，成功 を収めたので

あった。キンボー ル大管長が語ったように，

彼 らもまた，「これは私の信仰である」と言 っ

ことができたであろう。

後にモロナイは，彼 らが宣教師として行な

った偉大な仕事 を振 り返って，その成功の原

因をはっきりと次の ように指摘 している。「レ

ーマン人の間にあの大 きな奇跡 を行なったの

はアンモン とその同僚たちの信仰 であった。」

(イ テル12：15)

モル モンは，ニーファイとリーハイの伝道

の業についても，同様の見解 を述べている。

ヒラマンのこのふたりの息子たちは，モーサ

ヤの息子 たちの歩んだ足跡を踏み， レーマン

人のほぼ全員を改宗 させ るに至ったのであっ

た(ヒ ラマ ン5：50-52参 照)。 「レーマ ン人

の心 を改め させてかれ らに火と聖霊のバプテ

スマを受けさせ たのはニーファイとリーハイ

との信仰であった」(イ テル12：14)と ，モロ

ナイは記 している。

この ように，主は義 しい人々の信仰 を仲立

ちとして，み業のほ とんどを成 し遂げておら

れるよ うに思われ る。確かにすべてがすべて
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これだけに よるというわけではない6し か し，

主の民が正義にかなって信仰 を働かせ る時，.

実際に主がその信仰に応え，奇跡的な力が与

えられるというこ とは興味深いことである。

また，モルモン経にはもうひとつの良い例

が見いだされる。予言者イ ノスが主に祈った

時のことである。彼は初め， 自分 の霊 の安 ら

ぎを求めた。その結果，主の訪れ を受 け， 自

分の罪が赦されたという確信 を得 るに至 った。

するとイノスは， さらに別なことを願った。

「兄弟」であるレーマ ン人に主の祝福が非常

に必要であると感 じたのであった。

その願いに対 して，主はイノスに，「汝の信

仰のために，われは汝の願 うところを聞 きと

どくべ し。……汝の先祖たちもまた汝 と同 じ

ことをわれに祈 り求め しが，その求むること

はその信仰 に応 じて成就すべ し。かれ らの信

仰は汝の信仰 と同じ」 と答 え，語 りたもうた

(イ ノス11-12，18)。

教 義 と聖約には，イノスに与 えられた啓示

の続 きとも言 うべ き言葉が記 されている。こ

の言葉は，モルモン経の最：初の116ペ ー ジ(英

文)の 原稿が紛失し，一時金版が取 り上げ ら

れた後，再 び金版が戻 され る時に，主が語 ら

れた ものである。

「而 して見よ，すべてこの業の残 りの部分

は，誠にわが福音の中わが聖なる予 言者およ

びわが弟子たちのこの世の人々に表されんこ

とを祈 りの中に願いしものをすべて載せた り。

而してこの願 いは，彼らの祈 りが必ず聞き

届けらるるとの信仰 によりて聞 き届け られん

ことをわれ彼 らに告 げた り。

然 り，誠に彼 らの信ぜ し信仰 は，すなわち

彼らの時代に彼 らが説かんために与えられた

る福音の，彼 らの同胞たるレーマン人 とまた

謀叛によりてレーマ ン入 とな りた りし者にこ

とごとく及ばんことなり。
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さてこれを以て終 りとせず，彼 らの祈 りが

必ず聞 き届けらるるとの信仰は， もしもこの

国他の国人に占有さるることあ らばこの福音

の またその人々に知 られんことな りき。

か くの如 く，真に彼 らは何人に限 らずこの

国に於てこの福音 を信ずる者は永遠の生命を

得んことを祈 りてこの土地に祝福を与えたり。」

(教義 と聖約10：46-50)

イ ノスや，モルモン経の他の偉大な予言者

たち.は， この ように門戸を開いた人々である。

彼らの信仰は，彼 らの同胞だけでな く，後に

約束の地に住むようになったすべての民に，

祝福の門戸 を大 きく開いたのであった。

聖典に記 された歴史 を考えてみる時に， そ

こか ら大きな教訓を学びとることができるの

ではないだろうか。イノスや モーサヤの息子

たち， ヒラマ ンの息子たちが行なった と同 じ

ことを，今 の私たちも行なえるのではないだ

ろうか。私たちは，キンボール大管長の語っ

ている門戸 を，信仰の祈 りによって開 くこと

ができるのではないだろうか。

.ます ます進展 しつつある伝道活動に
，末 日

聖徒が助力で きる方法は数 々ある。 しか し，

私たち全貝が時を選ばずに参加できる方法は

ただひ とつ である。それは，門戸が開かれる

よう全員で心か ら主に祈 りを捧げることであ

る。私たちはそのように して，現在福音のメ

ッセージを聞 く機会のない，おびただしい数

にのぼる天父の子供たちに思い を寄せ ること

がで きるのである。

私たちが自分 自身のこ とか ら目を転 じて，

イノスの ように深い関心 と望 みとをもって，

現在門戸の閉ざされてい る国々に住む兄弟，

姉妹のために信仰深 く祈 りを捧 げる時，恐 ら

く門戸は開かれ るであろう。 しか も，必要で

あれば，奇跡的な方法によって。
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十二使徒評議員会会員

デルバ ー ト ・L・ ステイ ブ レー

神権に病気を治す力があるとすれば,

どうして医老が要るのでしょうか。

あらゆる知識はその源が神にあ り,人 の利

益 と導 きと祝福のために与 えられてい ます。

従って,そ の知識が科学的な ものであれなん

であれ,神 は人に人を益す るために与えられ

ている知識を賢明に利用するよう望んでお ら

れ ます。ニーファイは次のように語 っていま

す。「人が最善 をつ くしては じめて,神 のめぐ

みにより救われる。」(IIニ ー ファイ25:23)

この聖句を,神 権 の権能によって病 人を癒す

ことに当てはめてみると,次 のように言い換

えることができると思います。「あなたが最善

を尽 くしては じめて,神 の恵みによ り神権の

力によって癒 される」 と。 このことを考えて

みる と,も し医師が人の病気 を治すために必

要な医療技術を身につけているならば,そ の

技術を,病 気を治すために必要 な手段 として

利用すべきではないで しょうか。

医学は,病 気 を治す と瞬 う大きな流れの中

の重要な一部 です。医学や医療技術の発達に

よって,こ れまで不治の病 と考えられていた

病気に も,様 々な治療が施 されるようになっ

ています。そして,病 気に冒された体 も,医

学による助けがあれば,生 来の大 きな回復力

を発揮 します。

人の生命は,数 多くの重要な要素 を基盤に

成 り立っています。肉体は,複 雑で,相 互に

密接に関連 し合った,数 々の部分か らできて

います。そして,そ れが皆,通 常の状態では,

健康 を維持 し,病 気に抵抗するように働 くの

です。 しか し,人 の生活には病気やけがや災

難はつ きもので,ど うしても,医 学上,可 能

な限 りの治療技術に頼 らざるを得ませ ん。

健康について話 を進めるにあた り,主 から

与えちれた健康の律法 である 「知恵の言葉」

を見てみましょう。この啓示(教 義 と聖約89

章)の 中で,主 は,何 が人のためにならない

か,ま た,地 から生ず るものの内で何が人の
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創造性に富んだ

レツス ン

リロ イ ・バ ー 二 一

た いていの教師は創造 性というと・画家や

彫刻家や作家だけの ものだ と考えて，毎

週の自分の授業に霊的な方法 を考案す ること

が どんなに簡単か思 って もみない。

創造性に富んだレッスンというのは，何か

新 しい，いつ もと違った，ユニー クな方法で行

なうレッスンのことである。 多くの人は，そ

れはその能力 を持っている人か ら借 りるもの

であって自分で獲得できるものだ とは考えて

いない。タラントのたとえ話で教えられてい

10

る基本的な教 訓を忘れて しまっている。 その

た とえ話では，持っている才能 を伸ばす人は

どんなに小 さい才能 でも大 きくひ き伸ばされ，

自分の才能 を伸ばそうとしない人はすでにあ

る才能 までも失って しまうとはっきり言われ

ている。

創造性 を発揮 してよ く計画 した立派なレッ

スンを行なうには，教師に創造のひらめ きが

なければな らないことは確かである。 また，

創 造性 という貴重 な賜 も人に よって豊か さ



の違いがあるこ とは事実 である。 しか し，た

とえいかにわずかであろ うとも意識 して努力

すれば，創造のひ らめ きは，学習の炉 に点火

できる炎 となるのである。

アー ビン兄弟 を例に取 ってみ よう。彼は大

学 を出たばか りの青年である。人当た りの柔

らかな楽天家で，深刻な問題にぶつか ったこ

とが ないような人で，仲間にはおどけ者 で通

っていた。その彼の最初のレッスンに， 日曜

学校の会長会が気 をまわしす ぎたとして も無

理はない。喜劇の独演場よろしく生徒た ちの

貴重な時間を無駄に しないだろ うか。テ キス

トをよく勉強 して，書かれている概念 を教え

て くれるだろうか， と。

アービン兄弟が初めてレッスンをす るとい

う日，彼は大 きなスーツケースを2個 ぶらさ

げて現 われ，会長会の危惧はやは り的中した

かのようだった。過去の経験か らして，皮張

りのスーツケースの中身はしわ くちゃに丸め

た新聞紙か生 きた蛇 といった類の ものに違い

ないと思った。

アー ビン兄弟は生徒に手伝 ってもらって教

室 にテーブル を運び込み，祈 り会の始 まる前

にいろいろな品物 を広げ始め た。 中には休憩

所 のくず入れから拾 ってきたような もの まで

あった。

祈 り会 と開会行事が終わると，会長会のひ

とりがアー ビン兄弟 を紹介す るために教室ま

でついて行 った。開会の祈 りと短 い紹介が終

わ り，アー ビン兄弟が前に立 った。彼は奥歯

が見えるほどのあ くびのような笑顔を見せて

か ら，前代未聞の楽 しいレッスンを始めた。

アービン兄弟はテーマをよく消化 しスーツケ

ース に入れて持 ち込んだ品物 を使 いなが ら要

所要所 をしっか り・決めていった。

彼は古ぼけた定規 を取 り上げた。使い古し

て 目盛 りが判読で きないような代物である。

生徒全員にそれ を見せ たあ とで，ただ一言，

「祈 りの効果 はどのように してはかったらよ

いでしょうか」 と質問 した。

古い定規を見せ られたのに刺激されて，実

に興味深い熱心な話 し合いが行なわれ，いつ

もなら黙って聞いているだけの生徒たちも発

言をした。 自分の考えを言葉にまとめるのが

苦手の生徒はその手がか りを捜 して，買って

か ら開 いたことのないようなテキス トを走 り

読み した。

アー ビン兄弟はその後のレッスンでもたく

さんの品物 を使 いいつ も笑顔 を絶やさず，熟

練 した教師の沈着 さをもって素晴 らしいレッ

スンを展開した。第一回目のレッスンであれ

ほ ど創造性 を発揮 した教師はめったにいない

のに，彼のレッスンは回をおうごとにますま

す素晴 らし くなっていった。

アー ビン兄弟が立派なレッスンをしたその

秘訣は何 であろうか。彼が どんな入かわから

ないところが興味を引いて，その上にスーツ

ケースの中身 も秘密だったせいだろうか。

アー ビン兄弟の成功の理由は，原則を次々

と上手に応用 したことである。まず，彼のレ

ッスンは実に創造性に富んでいた。どんなテ

ーマで も導入が生 き生きとしていて
，生徒の

心を見事につかんだ。アービン兄弟は常に熱

心で，生徒はそれを感 じ，身 を入れてレッス

ンを受けた。それが またアー ビン兄弟の励み

にな り， ます ます熱心になった。それ もこれ

も創造性 を軸 にしたうれ しい循環であった。

教室では どの ようにすれば創造性 を働かせ

ることが できるだろうか。特にあま り創造性

がない と感 じる人にとっては どうだろうか。

11



その第一要件は，言 う.まで もな く，何か新 し

いことをしてみ ようという意欲である。多く

の教師は，いったん身につけた教授法か ら少

しでもはみ出す ことを望 まず，来る週 も来る

週 も， それが生徒 を動かすか どうかなどはお

かまいなしに従来あ方法に固執 している。あ

る教師たちは失敗を恐れて，新 しい， いつ も

と違ったことをするのを避 けている。また，

自分は知識の泉であるかの ように考えて，聞

く人にレッスンの実 を残すのを逸する人もい

る。このような入は，創造的なレッスンをし

たら返答できないような苦境に立 たされ るの

ではないか と心配す るのである。そして学校

の先生の ような応対 をしようと努め るのであ

る。専門の教師のほ とんどは，返答で きない

ことは恥ずか しいことだ とは全 く考えていな

いという事実 を知 らずに。

中には，生徒に手助けを頼 まない教師がい

る。末 日聖徒の生徒た ちは受け入れる心 を持

ち，理解力 も能力 もある。だか ら，教師が 自

・分の答えられない質問は生徒 たちに聞いてみ

れば，ためになる話をして くれ る人が何人 も

いるはずである。教会のクラスは混成チーム

である。教師と生徒は共に知識 を得 ることを

目標 としている。そ して，生徒 も教師 と同 じ

ように，有益な ものを得たいと思っている。

従 って，生徒 をレッスンや クラス討論 に参加

させ ることが必要である。

時には，ユーモアのひ と言が堅苦しさの壁

を破 って，創造性 を打 ち出して くれるであろ

う。生徒 たちが気 を張 りつめていると，啓発

とい うよりは議論のための発言になることが

ある。そこでレッスンの初めに，短い話やユ

ーモラスな導入 をす るか
， あるいは笑顔を見

せれば，緊張感は とけて，生徒の気持 ちが くつ

12

ろいで前向 きの態度になり，心を開いて受け入

れる気持 ちになりやすい。これらはいずれ も教

室で応用すると，創造性 を生み出すのに役立つ。

創造的にな りなさい。笑顔 で緊張 をほ ぐ.し

なさい。テキス トのレッスンを新 しい方法で

教えることを恐れてはならない。役立っな ら

ば視覚教材 を使いなさい。 レッスンの内容 を

よく消化 して， テキス トを使わな くてよいよ

うに しなさい。要点を書いてお くだけでたい

ていの レッスンは行なえるものである。不測

の事態や予期 しない質問にいつでも答えられ

るように用意 しておきなさい。創造的なレッ

スンは予測しがたいレッスンであるというこ

とを心に留めてお きなさい。

最後 に，創造性 といって も，生徒がレッス

ンにつ いてまじめに深 く考えるきっかけを与

えるものでなければ，教室で用いる価値はな

い。従 って，創造的なレッスンをす るために

は，次のこ とを考え祈って尋ねてみ ることで

ある。どのようにすれば， レッスンの本質 を

最 も良 く教 えることができるか。このテーマ

については， どの ようなことが生徒の関心 を

引き，生徒の思考 を促すか。話 し合 う場合，

どの ように切 り出したらよいか。教材 を使 う

なら， どんなものが使 えるだろうか。ロール

プレーイングや，発表 をして もらうとした ら，

レッスンのどこでそれ を行なった ら一番効果

的か。最少の時間で最大の効果 をあげ るには，

どうすればよいか。

必ずしもアー ビン兄弟の ように毎週教室に

2個 のスーツケースを運び込む必要はない。

しか し，生徒 をもっと活気づけ，討論 を活発

にし，以前 よりも楽 しいレッスンに したい と

思うならば，創造性 に富んだレッスンを行な

い，生徒の熱意を燃え立たせることである。



ベ ンが教訓 を残 して くれてから，何 と多 く

の歳月がたって しまったことか。あの印

象深い教訓は，是非 とも後世 に語 り伝えたい

ものである。その話は，監督からの電話 で始

まる。「今度の 日曜 日の夜8時 に，奥 さん と御

一緒に監督室においで願えませんか
。」監督は，

そのような電話を受 ける人がその 日までどの

ような気持 ちで過 ごすか を知 っていただろう

　　

へ

か。特に， それが，週の初めの場合はなおさ

らである。

監督室 を訪れた私たちに，監督は こう言っ

た。「今 日お呼びしたのは，不活発な家族を少

し訪問 していただ きたい と思ったか らです。

御夫婦で力を合わせればこれまでどうしても

成功 しなか った家族に，道 を開 くことができ

ると思 うんです。」私たちは快 くその責任 を引

ン
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き受けた。

数 日後，私たちは，ひるみがちな心にむち

打って，行動 を開始 した。ところが，何軒か

にそっけなく断わられるうちに，私 たちの気

持ちは，だんだん と弱ま り始めた。そこで訪

れたのが，問題のべ ンの家 である。私は背が

低いので，普通，人 と話す時は， どうしても

見上げる姿勢 になるのだが，今回は逆 で ドア

が開くと同時に，見下 ろすことになって しま

った。

戸口に現われたのは，身長が150セ ンチに

も満たない小さな人で，おまけに とて もやせ

ていた。体重 を50キ ロの大台に乗せ るために

は，鉄の座金 をポケッ トいっぱいに入れ水を

たっぷ り含んだ服でも着 るしかないだろうと

思われた。その上，年を取っていた。 しか し

その直立 した姿勢 と， きびきび した動 きか ら

は，年に似合わない若さが うかがえた。 目は

細 くて鋭 く，切れ長 で口は顔 の下の方にあっ

て深い裂け目のようになってお り， まるで一

方の耳か ら他方の耳 まで裂けているようであ

った。そして，皮膚はと言えば まるでなめ し

皮であった。

私たちは，近所に住む教会 員で，親 しくな

るためにや ってきました， と告げた。.彼は不

愉 快そ うではあったが，私たちを狭 い居間に

通 して くれた。そこには立派な灰皿が置 いて

あった。 しか し，私の妻が持 ち前の人柄で打

ち解けた雰囲気に したため，私たちは間 もな

く心 を開いて話 し合 えるようになった。彼が

トラックを運転 している と言 うので，私は最

初，小型 トラックのことだ と思った。ところが

大型のダンプカーだとい うこ とがわか り，私

はびっ くりしてしまった。

「運転手というのは
，普通体格がいいで し

ょう。それをどのように……」

彼は私の言葉 をさえぎって言った，「30セン

チ程あるレンチを座席の所に置いてお くのさ。

みんなそのことを知 ってるよ。それでまあ対

等 といっ.たところかな。」 さらに話 は続いた。

「なぜ仕事 をやめないか って
。72歳 を過 ぎた
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ちやめるさ。で もまだまだだよ。」彼は自分で

トラックを持 っていて，会社の請負仕事 をす

るのだ とい う。なんでも，彼は同業者の中で

も真 っ先に声がかか るとい う話であった。

何 カ月かたつ うちに，私たちはべンの家を

訪問するのが楽 しみになった。ある晩，私た

ちが訪ねて行 くと，ベンは トラックのホッパ

ーにしがみついて
，長さがベ ンの身長程 もあ

ろうか と思われる大 きなレンチの端に足 をの

せて，何度 も飛びはねていた。私たちが近づ

いて行 くと，や っとナ ットがゆるんだ。ベ ン

はそこか ら飛び降 りると，大 きなレンチ を引

きずって， トラックの運転席の所 まで運んで

行った。それか ら彼は戻 ってきて，額の汗を

ぬ ぐうと，こ う言った。「フー，やっと何 とか

なったよ。今 晩，仕事 を終えようとしたら，

後 ろのギヤが ぎしぎし言い始め るんだ。明 日

の朝，新 しいのが くるこ とになってるんで，

準備 しておかな くちゃな らないんだ。昼 まで

には仕事に戻るつ もりさ。遅れた分 を取 り返

すのには，少 し時間がかか りそうだよ。」

その晩，ベ ンは随分疲 れている様子だった。

そこで，私たちは早々に引き揚げることに し

た。帰 り際，ベ ンは私たちを見上げて， こう

尋ねた。「おれが しな くちゃな らないことを，

いつになった ら教 えて くれ るのかね。たばこ

をやめ うとか，神権会や そのほかの教会の集

会に出席 しろとか， そういうことをさ。」

私は答えた。「ベ ン，そりゃあ，あなたがそ

っして くれた ら，私 たちは うれ しいです よ。

でも，それを決めるのは，あなたなんですよ。

何 をした らいいか，あなたはもう知っている

んだか らそれを教えようとす るこ とは，あな

たを侮辱す ることでしょう。私たちがあなた

に会いに来るのは，ただ，あなたが いなけれ

ば私 たちの家族は完全になれないか らなんで

すよ。」ベ ンは私の手 をしっか りと握 りしめた。

週末に近づ いてか ら，電話がかかって きた。

「神権会は何時からだい。」

私は時間を教えてから，教会へ行 く途中に

寄 りましょうか と尋ねた。



「いや
，道は知 ってる。それに第一， 自分

の行かなきゃな らない所へ行 くのに，人の助

けはいらないよ。」

ベ ンは教会 に来ようとしていたのだった。

「で も
，.たばこをやめるまで中へ入 らない方

がいいな」 と彼が言 うので，私は，主の助け

が あれば もっ と簡単にやめ られることを話 し

た。「8っ の頃か らたば こを吸ってるんで，や

め られるか どうか，自信はない よ。」私は，で

きるはずですよ， と重ねて言った。

ベ ンは，正式の教育 もほ とんど受 けておら

ず，体 も小柄でまた決 して若 くなか った。け

れ どもやがて大勢の友達 がで きて長老定員会

主催の行事に積極的に参加するようになった。

そのようなある晩，ベ ンか ら電話があった。

「話 したいことがあるんだ。」ベ ンの声は上ず

っていた。「ワー ドティーチャーになって くれ

って言 うんだ。そんなこと，できるわけがな

いだろう。たばこだって吸ってるし，おれは，

何にも知 らないんだ。自分 で知 らないことを，

どうやって教 えればいいんだい。おまけに，

今，人が足りないか ら，同僚はっかないって

言 うんだ。一体，何 をすれば いいんだ。」

これには私 も驚いた。ベ ンは私たちに とっ

て特別な存在で， もう二度 と不活発には させ

た くない。私 は心の中で一生懸命 に祈 った。

そして深呼吸 をしてか ら，こう言った。「ベ ン，

私たちが今 まであなたに何 をした らいいか教

えようとしたことがあ りましたか。」

「いや
，ただおれの ことに気 を配って くれ

ただけだ。お陰で， 自分の価値がわかるよう

になった6多 分，それだか ら， 自分で教会へ

行 くようになったんだろ う。」

「私 たちはあなたに会った時
，一生懸命に

や ろうと思 いました。あなたはそんな気持ち

を起こさせて くれたんです。今度は，あなた

がほかの人々 を訪ねて関心 を示す番 じゃない

ですか6と て も大切 な人々だから時々訪 ねた

いって言 うんです よ。それか ら， 自分でなに

か価値があると思われ る話や，是非聞かせて

あげたいと思 う話 をす るんです よ。」

しば らくの沈黙の後，ペ ンは言った。「よ.一

し，なんとかやってみよう。」

私は，職場か らの帰 りに，ベンの担当する

家族の住んでいる通 りをよく通った ものであ

る。ベ ンの担当す る家族 は皆，不活発であっ

た。その大部分は夫婦の一方が非教会員の家

族であ り， また教会か ら長い間遠 ざかってい

る家族 もあった。ある晩，ベ ンが大 きなすい

か を運んでいるのに出会 った。その年に， ま

だ見たこともない ような大 きなすいかである。

ベ ンは，必死にすいか をかかえて歩いていた。

マーケッ トか ら3ブ ロック程 あっただろうか。

私が車 を運転 しなが ら見ていると，ベ ンは一

軒の家へ入って行 った。

次にベ ンと会った時に，私はそのことを話

した。彼は恥ずか しそうにうつむいて， こう

言った。「うん，あの 日，家へ帰る途 中で，マ

ー ケットの前 を通 りかかったんだ
。その時，

あの家の子供のこ とを思 い出してね。父親は

失業中だ し，今年は まだすいかがあまりな く

て高いか ら， あの子供たちは.まだ食べていな

かつたんだ。それに， どの子にも，望んだら

何でも手に入るということを知ってもらいた

かったので，店で一番大 きいすいかを買った

といっわけ さ。」

それから何 日かたったある夕方，またべン

を見かけた。今度は，大 きな誕生 カー ドを持

って，いそいそと歩いていた。ベ ンはそのこ

とを後になってこう説明 して くれた。「あの女

の子は男の兄弟ばか りで，家族の注 目が男の

子たちにばか りい くんだ。だか ら，手紙で出

す代 わ りに直接持 って行 くことに したの さ。

そうすれば，あの子だ って自分が大切に思わ

れているこ とがわかるだろっ。2週 間 くらい

前だったかなあ，子供たちが人形の腕をもぎ

取 って しまったんだ。するとあの女の子はそ

の人形がかわいそうだと言うんだ。そこで，

おれは，人形 を家 に持 ち帰って，引出 しから

ボタンかけを出 して，腕をささえていたスプ

リングを探 り出したのさ。人形は立派に直っ

たよ。一晩かかわたけどね。でも，あの子に
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渡した時，や って よかったと思ったよ。今 じ

ゃ，行 く度に， あの子は人形を抱いて，おれ

の前に座って，頭をす り寄せて来るんだ。」私

はべ ンの話に感動 した。

それか らしばらくして，電話が あった。ベ

ンの声は弾んでいた。「おれがワー ドティーチ

ングしている女の子が，バプテスマ を受ける

んだ。」だれの 目に も明 らかな成果だった。私

もうれし くて，飛 び上 らんばか りだ った。

妻.は喜びのあまり，涙を流していた。

それまでの5年 間， それらの家族は，ワー

ドティ.一チャーの訪問か，家庭訪問教師か ら

の時折の電話以外，教会 とは これ と言った接

触 を持っていなかった。 しか し，次の3年 間

で8回 も，ベ ンは私に喜びの電話 をくれた。

いつも興奮 さめや らない様 子で， もうす ぐ

バプテスマがあるとか，男の子の神権昇進が

あるなどといった祝福について話 して くれた

のである。私は， どうしたら他人の生活にそ

れ程影響を与 えることができるのか，.尋 ねて

みた。「言われた通 りに しただけ さ。『おれは

あんたたち程立派な人間 じゃないし，あんた

たちが何をしなくちゃならないか教えに来た

わけじゃない。おれが訪問 しているのは， た

だ，主が家族に霊の糧 を得 る食卓 を用意して

下 さっているか ら，一緒に食事 をしないと，

空席ができて しまって，家族が完全 じゃない

ような気がす る』って言ったんだよ。」

ワー ドティーチングがホームテ ィーチング

に変更になった時，私たちのす ることと言え

ば，ベ ンの実践を模範 として用い ることだけ

であった。

ベンは大家族の中にあって，まさに嵐のよ

うな存在 となった。家族の中で活発なものは

ほんのわずか しかいなか った。そこでベンは

不活発な家族 を呼んで事情 を説明させ たので

ある。 また，孫に働 きかけては，彼の関心 を

引き出し，伝道に出 した。 そしてブ リガム ・

ヤング大学にも入学させたのである。 ところ

が，その孫が大学で若 い女性 と知 り合 った時，

ベ ンの， これまでにな く困難な戦 いが始 まっ

16

た 。

「たばこをやめ るまで
，孫たち と一緒に神

殿へ入れて くれないって言 うんだ。助けて く

れないかい」 と言って来 た。人 もまばらな早

朝に電話 をかけて きて 自分のために祈 って欲

しいと言って くることが，一度ならずあった。

なかなかつ らい決断であった。 しか し，ベ ン

はついに勝利者 となった。神殿で初めて一緒

にエ ンダウメン トの儀式 を受けた時の，ベ ン

の表情 を私は忘れない。

ところが，私たち夫婦が3日 間の休暇旅行

から帰って きた時のこ とである。その翌朝，

ベ ンは神権会に出席 していなかった。そこで

私 はべ ンは どこにいるのか尋ねた。する と監

『督は
，「彼は今，入院中だよ」と答えた。私が，

見舞いに行 って くると言 うと，監督 は首を振

った。「今，昏睡状態なんだ。ひどい脳出血で

ね。」ベンの意識は，そのまま戻 らなかった。

私たちは，大 きな葬儀 を開 くつ もりはなか

った。 しか し，弔問.客が次々に訪れるので，

文化ホール との間の大きな ドアを開いて，急

いで椅子 を並べなければな らない状態になっ

て しまった。彼が ホームティーチ ングをして

いた家族 も，4，5家 族参列 .レていた。そう

した中で，非教会貝の主人のひとりが，当惑顔

で立っている人を私に紹介 して くれた。その

人は，「私は自分がなぜ ここへ来なければなら

ないのかわか らないんです。でも， この御主

人が来てご覧なさい と言うものですか.ち。一

日仕事 を休んでで も，葬儀に出るだけの価値

がある人物 だと言 うんですよ。」私が死んだ時

に，だれかが，私に縁 もゆか りもない人を誘

って きて くれるだろうか。いや，そんなこと

はあ り得な いだ ろう。その 入は感嘆 した様

子で，「この方はきっと立派な方だったんです

ね。本当に立派な」 と言った。

すると，その人 を連れて きた御王人が こっ

言 った。「この人は私たちの家族 でし.たよ。血

のつなが りはないけれど，正真正銘，家族同

然の人だった。」



ロ ー カ ル ・ニ ュ ー ス

盲 目の

ピア ニス ト

1

チ 醤 羅
聴

伊藤 清兄弟

慮斜
臨 、

.訓/

さ ・
㌶

嚢

、箏 を

藤 旨

べ

人々の胸をうつ

証と演奏

3月11日(土)午 後6時30分 か らヤマハ広

島センターのホールにおいて，盲 目の ピアニ

ス ト伊藤清兄弟のピア ノ ・エレクトーンコン

サー トが，広島支部の主催で開かれ ました。

会場には300人 余 りの人々が集 まり， 月光，

小犬のワルツ，英雄 ポロネー ズなど十数曲の

演奏 を熱心に聞入っていました。当 日夜のテ

レビニュー スもこの演奏会 をこう紹介 してい

ます。

「…… 目の不 自由な伊藤清 さんの演奏会が
，

今夜広島市で開かれ，集まった人たちの感動

を呼んでいました。これは広島市内のキ リス

ト教 会 が体 のハ ンデ ィキャ ップを乗越 えた

人のすばらしい演奏 を聞いてもらおうと，伊

藤さんを呼んで開いたもので，会場の音楽教

室のホールには，市民お よそ300人 が集 まり

ました。.

大 阪豊中市に住む伊藤清 さんは，小学校5

年 生の時か らピアノを習い始め ました。点字

の楽譜 を，指でなぞ りなが ら鍵盤をたたくと

いう困難な練習を続けた結果，高校3年 の時

には大阪府の高校音楽 コンクール ・ピアノ部

門で優勝 しています。今 日はべ一 トーベンの

『月光』 を始め
，ショパンの 『雨だれ』や，

モー ツアル トの 『トル コ行進曲』 などあわせ

て17曲 を披露しました。……」.(NHK)

伊 藤清兄弟はこれ までに，沖縄，青森など

17



ロ ー カ ル ・ニ ュ ー ス

か らも招待 を受け，見事な演奏 を披露してこ

られました。昨年11月 ，豊中市立熊野田小学

校て開かれた 「親 と子のつ どい」ては，父兄

や児童850入 を前に演奏 し，人々の心を打ち

ました。その模様 を新聞は次のように報 じて

います。

「盲人演奏に感動 ・ピア ノの伊藤 さん努力ま

た努 力・『何か をしてみたいと思 うたひに周囲

の反対にあったか，逆に何 くそ と， それまて

以上の努力を重 ねた』な とと語 りかけ，感動

を呼んていた。」(朝 日新聞)

「盲 目ピアニス トに感動の渦 ・白鳥の湖や ト

ロイメライ ・躍動す るメロテ ィー 。ママや子

供の前て軽やかに演奏す る目の不 自由な伊藤

，寅奏中の伊藤清兄弟

18



ロ ー カ ル ・ニ ュ ー ス

さんに会場の体育館 いっぱいになった子供や

お母 さんたちは感動 を抑え切 れないように大

きな拍手を送っていた。」.(読売新聞)

広 島の演奏会後のインタビューに，伊藤兄

弟は次のように語 って くれ ました。

ピアノを始 められたのはどのようなきっかけ

か らですか。

「小学校5年 生の頃です
。経済的に貧 しい

家に育ったので，お弁当を持って行けない

日が 多くありました。そんなお昼の時間は，

音楽室でピアノをいじっていました。ある

日，音楽の先生がこられ 『そんなにピアノが

好きだった ら手ほどきをしてあげよう』 と

いっことにな りました。お弁当を持って行

けないことが縁にな り，その先生か ら教え

てもらいました。」

その後の練習はどんな方法で続け られ ました

か。

「ピア ノが家にないので
，学校や幼稚 園の

を借 りて練習しました。点字の楽譜は，右

手左手 とわかれていますので，片一方 を覚

えたら反対側 を覚 え，両方 できたら合わせ

るとい う方法で学んできました。 これは時

間 もかか ります し，神経 も使います。現在

覚えているのはポピュラー も含めて1000曲

以上になると悪い ます。」

目が見えな くて，鍵盤 を高い方か ら低 い方へ

と飛ぶ ような場合の間隔 は， どの ように して

覚え られ ますか。

「これは もう何度 も何度 も練習して
，体で

覚えてしまうよりほかに方法はあ りません。

たとえば 『乙女 の祈 り』の曲なども，音が

大 きく飛び手が交差す るようにな りますが，

これを覚 えるのに6か 月かか りました。手

が交差 した時の間隔を覚 えるのに2か 月か

かっています。何度 も何度 もや って見て，

体で覚え込むよりほかに道はあ りません。」

教会 で讃美歌 を演奏 される時は， どんな心構
えが必要 だと思われますか。

「讃美歌は全部好 きです
。讃美歌の場合は

特に心 を込めて弾 くことが大切だ と思いま

す。体調 を整えて気持ちを落ち着け，心を

込めて演奏するように心がけています」

◇ ◇

伊藤清兄弟は，英会話 も上手です。小 さい頃

英語塾 をたずねたところ 「目が不 自由だと英

会話の勉強はできない」 と断わられたため発

奮 し， ラギオ英会話 を聴 いて学習 した という

ことです。「一般の人な ら数百円で購入で きる

英語の辞書 も，点字では，14万 円もし， とて

も手が とどきません。それに70数 冊にもなる

ので， たとえお金があっても，.辞書 をお く場

所がなければだめです。 とて も無理です。だ

か らラジオで聞いたことを忘れないように覚

えていくしか方法はありませんでした。」

マスコ ミが報 じたように，伊藤清兄弟か ら

「努力 ・努力 何事 も努力
」の証 を学ぶこと

ができます。
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，

，

だ

。

れ

の

み

い

ス

と

は

て

。

し

ら

一

つ

は

ん

た

そ

ル

る

ぱ

う

。

れ

い

し

，

ブ

み

つ

と

た

ｄ

か

か

円

し

た

お

た

ま

い

一

い

う

し

れ

し

か

グ

は

し

。

べ

め

ぱ

テ

て

と

ま

ま

。

な

イ

ま

い

た

じ

つ

，

し

・
で

。

し

と

た

ス

に

し

こ

は

い

い

そ

ゆ

た

だ

，

し

の

え

て

が

ぱ

’

が

し

れ

れ

ま

ゆ

た

い

い

で

ゆ

り

に

つ

い

ぎ

ま

が

ま

び

が

し

れ

が

わ

ら

い

ば

む

い

な

と

け

ぎ

だ

の

い

ゆ

ぎ

ま

さ

つ

ま

，

さ

む

い

［

め

が

む

お

に

い

う

し

で

れ

。

は

μ
ぎ

は

け

．
ゆ

ま

ま

は

ん

に

む

い

す

よ

お

に

じ

、

て

と

一

ぐ

「

し

う

し

え

や

つ

に

「

リ

ま

し

イ

す

い

い

ら

う

へ

な

わ

こ

’ｂ

・

鴻

、

く

カ

す

る

。

や

れく

・も

て

で

つ

ん

ヨ

と

な

！

亀

き

。

だ

は

ひ

れ

い

」

・
を

く

が

イ

ゆ

つ

し

Ｌこ

・つ

き

こ

ひ

。
た

を

し

す

ま

う

めと

む

イ

た

．
を

て

ね

テ

が

テ

し

す

つ

お

ス

ぎ

せ

で

ス

ま

う

て

，

イ

む

き

「

つ

あ

ヘ

グ

り

つ

へ

い

も

な

て

で

ち

で

ま

は

に

た

ん

だ

ん

も

な

一

。

ち

な

も

よ

一

せ

り

ん

も

は

と

り

わ

グ

せ

ね

一

ゐ

ミ

か

を

ク

あ

イ

ま

カ

”

ほ

は

ち

イ

し

ス

り

ク

の

り

た

ス

あ

に

イ

そ

た

と

。

し

た

た

な

，ス

，

ふ

ひ

た

か

み

か

ん

ん

。

し

し

し

そ

と

ぎ

た

の

ま

。

を

」

し

よ

い

た

［

て

て

い

は

し

せ

を

ほ

を

と

く

す

こ

が

こ

う

れ

つ

の

そ

し

は

す

［

・つ

ま

り

一

む

ん

ま

じ

あ

し

イ

く

し

だ

た

テ

ス

し

き

し

ん

び

ま

デ

し

う

ん

し

ス

㌻

き
簾

慧

陀
籠

Ｍ
監

禦

Ｍ
お
そ
瀧

麺

を

は

す

か

う

も

も

や

よ

ね

へ

ね

な

ず

な

く

が

や 　

イ

た

う

の

ま

テ

し

が

り

あ

ス

ま

カ

レ

に

［

グ

。

イ

し

イ

イ

た

へ

に

テ

え

な

し

て

も

ま

で

と

ス

し

ん

こ

く

た

一

で

つ

．

俵

か

り

し

す

一

め

グ

な

を

で

り

と

イ

い

す

の

ク

ス

ま

う

い

イ

の

，

か

な

ス

す

に

お

くや

が

た

る

は

は

た

つ

、、

、

か

え

一

と

も

し

か

イ

て

こ

で

ち

２２
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そ

た

ね

ま

て

も

を

い

な

ふ

し

で

ど

す

か

ん

う

て

。

は

い

く

な

し

の

た

こ

れ

や

，

に

そ

み

し

と

い

は

は

い

。
う

ま

お

め

・

う

つ

た

，

き

，

い

よ

し

り

い

と

こ

こ

ち

み

で

の

く

す

て

ん

の

の

て

い

う

で

せ

た

た

に

し

，

れ

ね

だ

く

て

お

紮

い

ふ

農

糀

競

が

［
に

み

て

せ

し

ん

に

で

し

た

い

な

て

い

に

を

し

こ

と

イ

じ

ね

ま

し

ｒ
や

ま

。

ス

な

ふ

に

と

だ

ん

め

た

。

お

。

い

，

き

ど

の

じ

し

う

と

ん

ば

れ

な

ん

お

は

ま

よ

き

せ

つ

ま

㌧

ど

し

み

励

軋

と

は

い

吃

腱

は

は

げ

ユ

　

は

と

の

ま

で

た

さ

お

ん

り

舵

櫛

と

防

就

は

此

献

櫨

わ

し

ぎ

は

い

う

し

か

ふ

ま

う

む

す

る

ま

よ

か

。

，

よ

ど

の

う

赫

し

肪

誌

討

姻

た

き

う

ろ

り

う

つ

ｄ

む

し

て

と

た

つ

こ

グ

よ

は

な

れ

ま

で

ま

し

た

。

の

を

つ

た

み

お

ま

し

・つ

し

，

ま

で

い

は

、
て

。

ん

ま

す

つ

す

ず

し

う

わ

で

し

ま

・つ

て

も

そ

は

つ

で

る

ね

な

ま

ぐ

る

ふ

く

い

る

い

な

ぐ

て

に

え

て

し

い

み

し

で

だ

そ

こ

き

く

そ

ふ

２３

む

し

つ

で

う

で

よ

き

し

ね

励

イ

い

い

を

ス

繁

尉

は
侃

み

樟

禰

篇

鍍

へ

隊

い
「

け

Ｍ

箒

袈

に

勘

ふ

翁

鱒

つ
榔

比

．
響

の
ユ

び

す

い

え

ひ

が

。

ん

を

な

よ

た

．
か

よ

こ

す

。

が

う

，

い

と

た

せ

の

が

お

す

し

ん

ち

で

た

き

ど

，

り

を

ひ

し

そ

と

し

ば

ま

ま

き

ん

は

ん

し

つ

ほ

も

な

い

す

ま

の

「
。

こ

れ

き

え

せ

し

い

ま

し

れ

一

し

う

の

き

り

た

い

け

で

た

を

た

な

え

と

あ

イ

に

ら

．

ん

て

と

し

す

ぱ

な

，

こ

す

と

わ

た

テ

ち

ば

の

さ

つ

ひ

ま

だ

つ

か

ん

う

」

，

く

こ

い

し

ス

も

す

そ

く

や

，

ね

き

い

い

ろ

は

う

え

た

が

か

イ

ね

。

た

「

ひ

ず

ひ

ち

一

の

お

。

い

し

は

な

む

へ

が

の

す

，

て

る

た

に

に

も

イ

そ

か

た

い

な

一
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お

べ

ま

と

つ

あ

を

ね

り

「

テ

「

し

「

ば

イ

て

た

た

お

み
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う
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て
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司
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予
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い

く
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て
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１５

れ

ア

た

め
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［
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た
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．
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蜜２
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蓉
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に
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が
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．

＼

極

雪

’７

竃

て

竃

「
啄

よ

レ

血

＝

ま

γ
・

聖

く

［

一

４８

ム

ぐ

）

乙

｝

を

髪

よ

く

、こ

髪

く



」

を

。

の

奴族

た

く

か家

し

そ

ま

く

れ

・
出

や

ら

を
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覇
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つ

め
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い
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を
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．
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人
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を

て

。

そ

と
・
建

た

。
こ

を

し

た

た
め
塔
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王
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．
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友
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．
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猷
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叔
福

は

翫
人

，
し

て

に

筋
父
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日
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そ
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ま
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欝犠醗難
ズ

ん

じ

あ

脳

お

れ

げ

レ

た

お

で

ル

さ

お

が

さ

け

は

の

し

、｛、

　
た

詞
要

じ

。

ら

乳
師

ま

し

ひ。
必

お

。

す

か

猷
教

り

ま

る

で

た

で

ト

慧
旦

な

・

め

け

こ

し

き

ッ

，

に

㍑
始

う
受

そ

ま

す
好

ネ

て

う

り

を

。

し

伽
大

ヤ

す

よ

な

マ

す

に

が

ジ

を

る

に

ス

で

と

之

や

に

う
す

伽
配

テ

の

こ

ば

乳
師

ま

・
強

じ

き

‘昂
心

プ

’
た

る

た

ａ
教

た

噸
勉

が

バ

じ

す

は

怒

旦

，

を

・

と

も

艦
感

め
道

ん

，

れ

ン

こ

ん

と

鮎
伝

さ

も

さ

ス

の

さ

る

こ

じ

ど

ま

ン

激

旛

ダ

・
立

ず

が

に

わ

ル

識
前

，

セ

の

は

ツ

ち

の

フ

た

た

と

仇

へ

お

．
マ

て

ス

し

テ

か
愛

プ

を

バ

，
貼音

を

。
叔福

ん

れ

な

弱
数

ま

も

の

ひ
日

ネ

お

の

こ

は

て

る

狩
日

マ

の

ヤ

」ム

た

，

と

し

す

。
ね
生

ス

マ

ジ

ア

つ

れ

こ

そ

を

た

ん

テ

ス

て

り

な

ま

た

。

が

し

た

プ

テ

し

イ

に

う
生

．

つ

ん

け

ま

の

バ

プ

う

ウ

と

に

椥
思

せ

翻
大

き

い

は

バ

こ

，

こ

鳳
年

と

ま

に

て

さ

ん

，

。

て

る

・

００

う

い

批
足

い

８

さ

け

た

つ

騨
入

しり

１９

う

て

縛
右

談
働

の

じ

・・
受

し

よ

｝
に

は

騨
入

し

で

、
て

ト

お

を

ま

に

晒
会
ヨつ

ん

、
に

も

・
故

し

ッ

，

ジ

れ

め
道

・
教
き

さ

伽
会

砿
婚

じ
事

と

ネ

ろ

ン

ら

砿
伝

は

。

。

じ

獣
教

幽
結

に

ふ
夫

ヤ

こ

レ

め

の

ん

た

ヤ

き
決

ト

さ

し

，
垂
剛

幽
曲
辰

博ン

い

ま

く

概
年

で

肋
近

チ

が

ツ

じ

で

・

眺
員

し

た

は

さ

。

ト

脚
会

を

し

ト

じ

す

ト

ボ

に

さ

帆
感

じ

の
教

は
信

し

叔
福

よ

ツ

の

札
証

で

ッ

お

で

ツ

・

う

じ

て

お

き

ネ

ぶ
部

あ
て

き

ネ

の

の

ネ

ム

こ

お

み
見

は

て

ん

た

き

ん

し

て

ａ
興

ツ

．ヤ

し
支

め

と
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自由意志か，
)

霊感か

十二使徒評議員会会員

フル ース ・R・ マ ッ コ ンキ ー

先 頃・私は妻 と・ これ までに私たちふた1)
に与 えられた祝福 を数え上げ，それにつ

いて真剣 に話 し合った。教会のお陰で，家族

のお陰で，.また現在 この世 にある，栄 えある

永遠 の回復 された真理のお陰で，私たちがい

ただいた数々の恵み を，ひ とつひ とつ思い起

こrした。そのように話のはずんだ所で妻から

「あなたが これまでいただいて きた祝福の内

で最：も素晴 らしいものは何?」 と質問された。

私は一瞬のため らいもな く答えた。「1937年

10月13日 午 前11時20分 に与え られた祝福だね。

ソル トレーク神殿の主の聖壇にひ ざまずいて，

君を永遠の伴侶 としていただいたこ とだよ。」

す ると妻は言 った。「テス トに合格 しました

わ。」

すべての末 日聖徒に とって，この世でなす

べ き最 も大切 なことは，ふさわしい人と，ふ

さわ しい所で，正 しい権能の下に結婚するこ

とである。そ して，予言者エライジャが回復

した権威 と権能に よって結び固められた ら，

次はその効力が今 も永世 にも続 くよう，交わ

した誓約に忠実に生活することである。ここ

で，物事 を選択 す る際 に応用 できることを

幾つか提案 したいと思う。このことはあらゆ

る分野め選択に利用できる。 とりわけ，永遠

の結婚 とい う人生最大の選択に役立つ ものと
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思 う。

天父なる神のみ もとに住んでいた時，私 た

ちは自由意志 を与 えられた。それによって，

私たちは自分の したいことを選ぶ機会 と特権

を授か った。そして，だれにも妨 げられ るこ と

なく， 自由に物事 を選択できたのである。そ

め後，父祖アダムはエデンの園に置かれた時

にこの力を与 えられた。以来，その力はアダ

ムか ら今 日の私たちに至るまで代々受け継が

れている。 また，私たちは与 えられている賜

と才能 と能力，それに感覚 と判断力 と自由意

志を活用するように と期待 されて いる。

しか しその一方 で，主に祈 り，主のみたま

を求め，自分の生活に啓示 と霊感のみたまの

導きを生かすようにという戒めが与えられて

いる。教会に入る際，権能 を持つ人が私たち

の頭の上に手を按 き，「汝，聖霊 を受けよ」と

言 う。この儀式によって私たちは，聖霊の賜，

すなわちふ さわしければいつで も神会 の御一

方である聖霊の導きを受けることができる権

利を授かるのである。

このように，私 たちの前にはふたつの事柄

がある。ひとつは，霊感のみたま，啓示のみ

たまに導かれなければならないこ と。今ひ と

つは， 自由意志に基づいて， 自分 のなすべ き

ことを決めなければならない とい うことであ

る。しか も， 人生に喜 び と満足 と平安 を見

いだし，天父の王国において永遠の報いを得

る道を歩もうと思 うならば上手に このふたつ

のバランス をとることが必要である。

私たちが前世で天父 と共 にいた時，天父は

私たちを観察し天父の律法に私たちが どのよ

うに従 うか を見ておられた。 また，私 たちは，

その御方が御父であ り，教えが御 父から出て

いることを知っていた。私たちは見えるもの

によって歩いていたのである(IIコ リン ト5;

7参 照)。 そして今，天父のみ もとを離れて信

仰によって歩むこの世の生活で私たちがどの

32

よ うに教 えに従 うか を，天父は御覧になって

いる。私たちはこの世 においては，かつての

ように天父から'直接個 人的な助言を受けるこ

とがで きず，別な ものに頼 らなければならな

いのである。

ここで3つ の事例 を紹介 したい と思 う。こ

れ らの例か ら私たちが 日々の生活で何 をしな

ければならないか，その明確 な答えを得 るこ

とがで きるであろう。この3つ の例は，主か

ら与えられた啓示の中から採 った ものである。

「汝い まだ悟 らず」

事例1： オ リヴァ ・カウ ドリという人がい

た。この人は，モルモン経が翻訳された当時，

書記 として働いた。予言者がみた まの導きに

従 って口述翻訳す る言葉を筆記したのであっ

た。カウ ドリ兄弟はその頃 まだ霊的に成長 し

ていなかったに もかかわ らず，自分の霊性 を

はるか に上 回わることを願 い求めた。彼は予

言者 と同じように翻訳 をしたかったのである。

オ リヴァ ・カウ ドリに しつ こ くせが まれた予

言者は，そのことについて主に伺 った。そ し

て次の ような啓示を受けた。「オ リヴァ ・カウ

ドリよ。誠にまことにわれ汝に告 ぐ。わが 『み

たま』の示 しによりて告げ られたるわが聖典

のこの部分 を含める古えの古き記録なる彫刻

文に就 き，汝ある知識 を受 くべ しと信 じて信

仰 をもて真心 より求む る如何なる事の知識 を

も，これ を得んことは汝の神にして汝の贈い

主なる主の今生 きて在 るが如 く正に確な り。」



妻は言った。

「テス トに合格 しましたわ。」

主はこのことに関 してひとつの原則 を明ら

かにされた。それはこの種のすべての事柄に

役立つ ものである。「然 り，見よ，われ今汝に

来 りて汝の心の中に留るべ き聖霊によりて汝

の智 と情に告げん とす。そ もそ も，見よ， こ

れは啓示の 『みたま』な り。」(教義 と聖約8：

1-3)

オ リヴァは，私 たちのほ とん どが行 なうと

思われ ることを行 なって，今挙げた指示 を受

けたのである。 しか し彼は，表面の意味 しか

理解せず信仰をもって神 に願 えば，翻訳の力

が 自動的に与えられると誤解 したのであった。

オ リヴァ ・カウ ドリは霊的にさほど高 くなか

ったため，神に願い求めるすべ を心得ていな

か った。信仰心 をどの ように起 こした らよい

か， また祈 りの答えを得 るためには何をしな

ければな らないか を， まだ知 らなか ったので

ある。このような状態でオリヴァは神に願い

求めた。そして，御存 じのように， それは失

敗に終わった。一字 も翻訳することができな

か ったのである。このこ とで，オ リヴァは も

とより，予言者も心 を痛め る。そ してこのこ

とについて再び主に祈 り，主か ら与 えられて

いた約束について尋 ねた。するとその答えが

与 えられた。なぜオ リヴァが翻訳できなかっ

たのか，その理 由が明らかにされたのである。

「見 よ
，汝いまだ悟 らず。汝はひたす らわれ

に願い し時は これ を与え らるるならんと思え

り6」.(教義 と聖約9：7)

表 面的に考 えると，行 なうよう命 じられた

ことは，信仰 をもって願い求めることだけの

ように思われる。 しかし，信仰 をもって願 い

求め るということには， 目指す 目標 を達成す

るために最善 を尽 くす とい う前提条件がある

のである。その時，私たちは与えられている

自由意志 を使 う。 また，望 みをかなえるため

に，与えられているあらゆる力，能力，才能

を使 うのである。このこ とは，モルモン経の

翻訳だけでな く，伴侶 を選ぶ場合 も，職業 を

決める場合 も， また生活の中で生 じる数多く

の重要な問題 を解決す る場合 も同様に重要で

ある。

主は続いて こう言われた。

「われ汝に告 ぐ
，汝心の中によく思い計 り，

その後願 うこともし正 しか らば汝願わざるべ

か らず。願 うこと正 しか らば， その時われ汝

の心 を内に燃やさん。これによ りて汝にその

正 しきを感ぜ しむ。

されどもし願 うところ正 しからずば，かか

る感な くして汝の心は次第に鈍 くな り，そは

ついに悪の悪たるを忘れ しむるに至 らん。故

にわが与 うるにあらざれば，聖 きことを汝録

すを得ず。」(教 義 と聖約9：8-9)

「あ なたはどのよ うに して妻 となる女性 を

選び ますかq」 私 が こう質 問 した時，ブ リガ

ム ・ヤング犬学の多くの若者からこのような

答えが返 ってきた。「霊感 を受ける必要がある

と思います。何 らか の啓示 を受けなければな

りません。断食と祈 りによって，自分の妻 とな

るべ き人を主に示 していただ く必要がありま
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す。」皆さんはいささか驚 くか もしれないが，

私はこれまで自分の結婚相手 を示 して下さる

よう主にお願 いしたこ とはない。そのような

ことは一度 としてしなか った。私は出かけて

行って，自分 の好む女性 を見つけた。彼女 も

私に好意をもって くれた。それか ら私は互い

の状態をよ く考えてみた。す ると，こめ入こ

そ自分の相手だという強い気持ちが した。こ

こで，まだ主に相談 をしていないので，すべ て

を完全に行 なうために， その相談 をしなけれ

ばならなかった。 しか し私が行なったことは，

ただ主に祈 り， 自分が下 した決定 にっいて導

きを求めることだけであった。物事 を完全に

行 なうためには， 自分で決定 したことを主の

みもとに持って行 き， 自由意志 と能力によっ

て導き出したその結論が正 しいというみたま

の確認 を得る必要がある。

「われに何 を……願 うか」

事例2： 古代の記録の中で，私たちに名前

が明らかにされていないひ とりの男性につい

て申し上げたい。この人はジェレ ドの兄弟 と

呼ばれている。ほかの資料か ら，私たちは彼

の名前がモ リアンキュメルであることを知 っ

ている。彼はジェレ ドの民の霊的な指導者で

あった。ジェレ ドの民がバベルの塔のある地

を発ち，約束の地であるアメ リカ大陸に向か

った時，ジェレ ドの兄弟は主 と親 しく交わ り，

民に必要な指示とみたまの導 きを受けた。

この時，非常に興味深い出来事があった。

民が約束の地へ向か うにあたって主はジェレ

ドの兄弟に 「舟 を造れ」 と言われた。 しか し

興味深いことに，舟の造 り方は教 えて下 さら

なかった。1そこでジェレ ドの兄弟は以前造っ

た舟にならって，数隻の舟 を造 った。彼は造

り方を指示 していた.だく必要 もなか ったし，

それについて啓示 を受ける必要 もなかったの

である。こうして舟が出来上がった。
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しかし，この舟 を使 うには幾つかの間題が

あった。足 りないものがあったのである。そ

のひとつは新鮮な空気である。これはジェレ

ドの兄弟に とって手に余 る問題であった。そ

こで彼はこの問題 を主の ところに持 って行っ

た。すると主はその答えを与 えて下さった。

主に相談すると答えを与えて下 さるという

信頼 をもっているジェレ ドの兄弟は， もうひ

とつ質問をした。この問題はジェレ ドの兄弟

が 自分で解決すべ きものであ り，主に尋ねる

までもないものであった。「舟の中に光がない

のですがどうした らよいで しょうか。」これが

ジェレ ドの兄弟の尋ねたことであった。

この質問に対 して，主はこう言われた。「汝

らはその舟の中に光のあらんため，われに何

をせ られんことを願 うか。」(イ テル2：23)

これ はすなわち，「私に何をしてもらいたいの

か。これはあなたが解決すべ き問題である」

という意味である。そして主は若干の事柄を

述べ，同 じように繰 り返 し問いかけておられ

る。「汝 らが海の深みに沈める時に光あるため，

汝らはわれに何 を備えられんことを願 うや。」

(イ テル2：25>換 言す ると，「モ リア ンキュ

メル， これはあなたの問題である。なぜ私 を

わず らわすのか。私はあなたに自由意志を与

えている。 また力 と才能 を与 えている。 自分

でこれ を解決 しなさい。」

この ように言われたジェレ ドの兄弟は， シ

ー レム という山へ行 った。聖典 にはこう記さ

れている。「岩から十六の小さな石 を熔 し出 し

た。その石は透明なガラスのように澄んでい

るものであった。」(イ テル3：1>

ジェ レ ドの兄弟はガラスのように澄んでい

る16個 の小石を持って(こ れらは両手 におさ

まるほどの大 きさだった)，山頂に登 った。記

録によると，τジェレ ドの兄弟 はこれ を持って

山の頂上にのぼ り」(イ テル3：1)， 主 にこっ

伺 った.。「主よ，あなたにしていただきたいこ



♪

とがあります。」主が どのようなことを.して下

さるかあなたにはわか らない。しか し，霊感

を受け， 自分な りの決定 を下 した ら，そのこ

とについて主に相談する必要 がある。モ リア

ンキュメルもその ように し，主にこうお願い

した。「この石に主の指 を触れて暗やみの中に

て光を出す石 とな したまえ。さらば，そはわ

れ らの造 りし舟の中にて光 を出し海 を渡 る間

われ らの所 を照す。」(イ テル3：4)

す る と主は， ジェレ ドの兄弟がお願いした

通 りのことをして下 さった。この時，ジェレ

ドの兄弟は主の指 を見た。また，それ までど

のような予言者 も経験 したことのない啓示 を

受けた。主は ジェレドの兄弟に指だけでなく，

そのみ姿 をも現わ されたのであった。これは

ジェレ ドの兄弟が 自分のできるすべてのこと

を行ない， さらに主に相談 したか らこそ もた

らされたのである。

これは自由意志 と霊感のバランスが とれて

いるよい例 である。私たちは何 を行 なうにも，

まず で きる限 りの ことを行 ない， それか ら

主に答えを求めて， 自分な りに出 した結論が

正 しいか どうか確認を得 るのである。すると，

時 として，思 ってもみなかった真理や知識 を

得 ることがある。

あいはか
「彼 らとわれとにて相議 る」

事例3： 教会の初期の時代に，主は聖徒た

ちに， ミズー リ州 のある地に集合するよう命

じられた。「集合」に関する指示が発せ られ，

また特に 「管理監督がこの地に来て義務 を果

たす」 よう命 じられた。 この時に何が起 こっ

たかに注意 していただ きたい。主 はこう言っ

ておられる。

「われわが僕エ ドワー ド ・パー トリッヂに

関 して告 げたる如 く，この地は彼の居住の地

にして，また彼の副監督 として任.命した.る者

たちおよびわれがわが倉庫の管理 を命 じたる

者たちの居住する地な りとす。

この故にその者たちは，彼 らとわれとにて

相議 る通 りにその家族 をこの地に連れ来るべ

し。」(教 義 と聖約58：24-25)

主 は シオンに 「集合」す るように と言われ

た。 しか し，いつ，どのような方法で集合す

るかについての細かいことは，その人が 自由

意志を働かせて決めるのである。けれども彼

らはそのことについて主に相談 しなければな

らない。そして，主に相談する場合 自分の考

えを語 り，相談す るのである。私が子供 とあ

る問題につ いて話 し合 う時，私は 「何々 をし

なさい」とは言わず次のように言 う。「自分で

はどう思 うんだね?ど う考えているんだい?

自分では何が したいのかね?， どうするのが

一番かな?」 そ して子供の考えを言わせ る
。

その問題に関 して私に良い知恵や考 えがあれ

ば，私 も述べ る。主は全知全能の御方である

ので，私たちを治め，導 く完全な方法を御存

じである。けれ ども，私たちに決定 を任せて

下 さっている。 しか し主に相談す ることが期

待 されているのである。

主はこのことを教会の管理監督に告げた後，

このような場合の治め方 としてひとつの原則

を示 し， どのような場合で もこの原則 を応用

するように と言われた。 これは私たちに とっ

て実に大切 な真理 である。
ごとごと

「見よ
，われ汝 らにすべての事 を悉 く命ず

や

るは至当ならず。そは，すべての事 己むを得

ざれば為 さざる者は怠惰 なり，賢き僕にあら
も つ

ざればな り。これ を以て彼は良 き報いを受 く

るこ となし。

われ誠に汝 らに告 ぐ， 人は努めて善 き業に

従い， 多くの事 をその 自由意志によりて為 し，

多 くの正 しき事 を為 し遂 げよ。
うち

そは人 自らの中に自由の意志あ りて己れの

事 を自ら為す者なればな り。従 って人善 を為

さば決 してその報いを失わざらん。
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「私は
.あなたに自由意志を与えている。

また力 と才能を与 え七いる。

自分でこれ を解決 しなさい。」

されど命令を受 くるまでは何事 をもなすこ

となく，疑いの心を以て命令 を受け これ を不

精不精に守 る者は救われず。」(教 義 と聖約58

：26-29)

予 言者ジ ョセブ ・ス ミスは 「この ように大

勢の， しかも人生経験を異にする人々を末 日

聖徒 としてどのように治めるのですか」 とい

う質問を受けた時，「私は人々に正 しい原則 を

教 え，人々に 自らを治め させ ます」 と答 えた。

これが天の秩序である。これが全能者の治

め方であり，教会が行なお うとしている方法

である。私たちは正 しい原則を学び， 自らを

治めるのである。物事 を選択す る場合， まず

自分な りの答えを出し， それを主のみ もとへ

持 って行 き，承認の印を受ける必要がある。

「汝のする一切の働 きについて

主のみ こころを伺 え」

以上の3つ の事例か ら，結論 を導 き出そう。

アルマという優れた偉大な予言者がいた。

彼にはヒラマ ンとい.う息子がいる。ヒラマ ン

は心の清い義 しい人で，父アルマの立派な模

範に従った。その ヒラマンにアルマはこう言

っている。「わが子 よ，忘 れずに青年の時智恵

を得よ。青年の時か ら神 の命令 を守るこ とを

習慣 とせ よ。汝の要す る一切 の助けを神 に祈

り求め よ。」(ア ルマ37：35-36)物 心両面の

援助を主に求めて祈 る.ように と言われた場合，

あなたがなすべきことはただ祈 ることだけだ

ろうか。「わたしたちの 日ご との食物を，きょ

うもお与 え ください。」主の祈 りにはこう記さ

れている。ではあなたは，砂漠か，あるいは

山に出て行 ってそこに座 り込み，「わたしたち

の 日ごとの食物 を，きょうもお与 えください」

とあらん限 りの思いを込めて祈るだけでよい

のだろうか。それ とも， 出かけて行 って作物

の種をまき，家畜 を飼い，望みがかなえられ

るようその時 自分にできるすべての ことを行

なわなければならないのだろうか。

聖典は さらに告げている。「何事でもすべ て

主のために為せ。 どこへ行 くにも主のために

行け。常に主 を念頭 に置いて心の愛情をとこ

しえに主へ向けよ。」(ア ルマ37：36)そ して

次の聖句に注意していただ きたい。「汝のする

一切 の働 きについて主のみ こころを伺え
。そ

うすれば主は汝の為 になる善 い誠め を与 えた

もう。」(ア ルマ37：37)

オ リヴァ ・カウ ドリの場合 の問題点は何で

あっただろうか。「汝はひたす らわれに願いし

時はこれ を与 えらるるな らん と思え り。……

汝心の中によく思い計……ざるべからず。」(教

義 と聖約9：7-8)

あ な たは良 き伴侶 を得たい とお思 いだろう

か。正 しい，適切な結論を出 したいと思 って

いるだろうか。それならば努力をしなければ

ならない。神から与えられた 自由意志 と力 と

能力を使 う必要がある。 自分の能力を結集 し

て，あらゆる角度から問題 を考 え， 自分 なり

の結論 を出す。そして，誤 っていないことを

確認す るために，それについて主に相談する
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のである。「私はこう考えていますが，お父さ

ま，あなたは どう思われますか」 と祈 る。そ

して，聖 きみたまによってのみもたらされる

穏やかで快 い確信 を，得 たな らばあなたの結

論 は正 しいことがわか る。 しか し，不安 を感

じ，確信が得 られない場合には， もう一度始

めか らや り直す とよい。そこには主のみ手が

ないか らである。聖霊の賜 を授か り聖霊 を受

ける権利 を持つ教会貝 として主の承認の印を

得 るこ とができなかったか らである。

「眠っている間 も主が見守 りた もうよう夜

寝 る時には 自分の身を主に任せて寝 よ。そ し

て朝起 きる時には神に感謝する念を胸に満せ。

このようにすれば終 りの 日に高く挙げられる。」

(ア ルマ37：37)あ なたが神か ら与えられた

自由意志の使い方 を学び， 自分な りの決定を

下 し， それが適切であるという結論 を出し，

主に伺 って，承認の印が得 られたら， その時

あなたは啓示 を受けたことになる。すべての

ことをこのような方法で行なえば，永遠の生

命 とい う偉大な報いを受け，終 りの 日に高 く

挙 げられるであろう。私たちは，皆それぞれ

に異なっている。人の才能 と能力は様々であ

る。 しか し，私たちは 自分に与えられている

才能を生かせばそれで よいのである。

ある祝 日の月曜 日のことだった。私は裏庭

で丸太 を切 っている母のところに行った。す

ると母か らその仕事 を言いつけ られた。そこ

で私は母か ら2言3言 注意 を聞 くと，丸太を

切 り始めた。 しか し，母は私の仕事振 りがあ

まり気に入 らないふうだった。私の切 り方を

下手だ と思 ったのである。そこで母は家の中

に入って しまった。それか ら数分 もしないう

ちに弟がや って来た。「裏庭へ行 って，ブルー

スの手伝 いをしな さい。上手にできるように

してあげてね」 と母か ら言われたのだった。

そして もう一言，「ブルースは上手じゃないか

ら」 と言われたのである。その通 り，私 は丸

太を切 るのが不得手である。従って私はその

不得手な状態か ら自分の進歩をめ ざさなけれ

ばならない。自分 に与えられている才能 を使

い，永遠の真理の原則に従って生活を始める

のであ る。そして，その過程で主に相談 をす

る。ど こにいようと，福音は私を進歩させ，

高め，祝福 を注いで くれる。そして来るべき

世にお いて栄光 と誉れ と尊厳 とをもた らして

くれるのである。

私たちには啓示のみたまがあ る

私 はお話 したい と思 っていたことをほ とん

ど申し上げたように思 う。つ まり，原則は私

たちの前にあるのである。 しかし最後に も.う

ひとつお話 したい と思 う。それは，私が友達

のように感 じているアルマが行 なったことで

ある。アルマ は説教 を述べ た後，こう語 った。

「こればか りではない
。あなたたちは私 自身

これらのことを知 らない者であるとは思わな

いか。ごらん，私 は自分がこれまでに話 した

ことはみな本 当であると自分で知っているこ

とを証す る。」(ア ル々5：45)こ の ように，
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「私たちには啓示の

みたまが ある。」

ぐ

アルマは人々に事例 を挙 げ，啓示 を引用 し，

それに関係することを話 し，それから自分の

証を述べた。これこそ，私 たちが教会にあっ

て行なうべ きことである。私たちはみたまの

力によってどの ように教 えれば よいかを学ば

なければならない。そ うする と私 たちが福音

について話す時に， 自分の語っているこ とが

正 しいかどうかがわか る。 また，真理 とみ業

の神聖さだけでな く，私たちが述べ る教義 と

永遠の真理が確かな ものであ り，それらが主

のみこころであ りみ声であるということをも

証す ることができる。この業 とこれ らの教義

について栄 えある素晴 らしいことは，これ ら

が真実であるということである。私たちの携

わっているみ業が真実であり，主のみ手が こ

のみ業にあるという真理に勝るものはこの世

にないし私たちはこれ以上の真理 を見いだせ

ない。これは，私たちが聖霊の賜 と力をいた

だいているという事実を証す るものである。

私たちには啓示のみたま，証のみたま，予言

のみたまがある。これ らはな くてはならない

ものである。さもなければ，この教会は神の

王国ではないし，私 たちは主の民ではない。

現実に，私たちはこれ らのみたまを受 けて

いる。啓示を実際に受けてい るのである。啓

示を受けることにしりごみしてはな らない。

ジョセブ ・ス ミスはこう言っている。「神はジ

ョセブに啓示 したことで，十二使徒に知 ちせ

ないことはなか った。また， たとえ聖徒たち

の最 も小 さき者であっても， それを受けるこ

とが可能であれば，す ぐさますべてのことを

知 らせ て下 さる。」(7初6雇 ηgs(ゾ 漉θP70ρ勿'

ノ∂S6勿 ∫珈 劾，「予言者ジ ョセブ ・ス ミスの教

え」p.149)私 た ちには啓示のみたまを受ける

権利が与えられている。しか し，そのために

は方法 と手順があるとい うことを申し上げた

い。みたまを受 けるためには，幾つかの条件

があるのである。私たちがなすべ きことは，

まず問題に取 り組み，主に相談 し， 自分な り

に出した結論 に対 してみた まの承認の印 を得

るこ とである。 この承認の印を押すのが啓示

のみたまである。

神 はこれらのことについて私 たちに知恵 を

与 えて下 さった。 また，勇気 を与えて下さり，

自らの足で立 ち，与えられている自由意志 と

才能 と能力を使いこなす力をも与 えて下 さっ

た。従って，謙遜 にな り，みた まに快 く従 っ

て 自分の意志を主のみこころに添わせ，主の

承認の印を受け，啓示のみたまに従 って生活

をしようではないか。そのように行 なうなら，

どのような結果になろうと心配するには及ば

ない。この世にあっては平安 を得，来 るべ き

世 にあっては栄光 と誉れ と尊厳 とを得 られる

からである。

☆ ☆
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家庭 における生産 と貯蔵 は，個人 と家族

の備 えという教会のプログラムの中でど

の ような位置にありますか。

教会の主なプログラムはすべてそうですが，

備えも個人 と家族が中心になっています。そ

して非常事態ではな く，将来 を見越 した生活

を送 るという考 え方がその根底にあ ります。

従って，家庭生産は，個人 と家族 の備 えの6

つ の分野の内のひ とつに過 ぎません。その6

つ の分野 をあげてみましょう。

1.読 み書 きの能力と教育 備えので きてい

る人は，読み書 きと基本的な計算がで きます。

聖典や良書 を定期的に読み，地元で利用で き

る手段を使 って家族全員にこれ らの技術 と習

慣を身につけさせる人です。両親 と子供 たち

は，公共の教育機関その他 を利膚 します。

2.雇 用条件 の改善 すべての家長は，適切

な職業に就 くようにし， また職業上の技術 を

伸ばすために努力すべ きです。 また，青少年

に，将来家族の経済的必要 を満たし，達成感

が得 られる職業 を選択できるように助言 し，

その能力を身につけさせ るようにします。

3.財 政管理 備 えのできてい る人は，予算：

を立て，什分の一 と献金 を納め，消費 を収入

の範囲内にとどめ，お金を節度 をもって使 い，

貯蓄に努め，収入のある時は収入のない時の

ために貯えます。

4.家 庭 における生産 と貯蔵 家庭菜 園，裁

縫等によって，で きるだけ 自家生産す るよう

に努め ます。食物の貯蔵法，食物 の冷凍 と乾

燥の技術を修得 し，さらに法律で認められて

いる地 域では，1年 分の食糧，衣料，可能で

あれば燃料 をも貯蔵 します。

5.健 康 知恵の言葉 を守 り，栄養の原則，

F
〃'〆
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体重の調節，予防接種，家屋 内外の衛生，妊

産婦 と乳児の健康，事故の予防，歯の健康，

医療に関す る正 しい原則を実行 します。 また，

応急処置，家庭看護，食物の選択 と調理に関

す る技術を身につけておきます。

6.情 緒の安定 と霊性 の強化 人生で遭遇す

るチャレンジやス トレスに対 して揺るぎない

自信をもって立 ち向か うには，霊的な強さを

築 き上げておかなければな りません。この強

さを得 るには，神を愛 し，個人の祈 りによっ

て神 と交わ り，隣人を愛し，隣人に奉仕 し，

さらには正 しい生活 と自制により自分 自身を

愛 と尊敬の気持 ちを持って見ることができな

ければな りません。情緒の安定は，啓示によ

り明 らかにされた家庭生活に関わる原則に従

って霊的に成長 しては じめて得 られる祝福 で

す。このことを各家族が理解 しなければな り

ませ ん。

父親 と母親が，以上のすべての分野につい

て積極的に計画 を立て備 えをす るならば，家

族 も教会 も調和の とれた大 きな力を蓄 えるこ

とができます。 また，家族に時に対す る備 え

ができるだけでなく，物 を節約 し、賢明に管

理 し，問題 を避け，最良の 日常生活を送る能

力も身につ いてきます。

個人と家族の備えこそが，教会の福祉プロ

グラムにおける自立と家族の安定の鍵 を握 っ

ているのです。

広域 災害 や流通制度が混乱 した場合 に，

教会 はどの程度教会員 を援助できますか。

監督の倉庫で全会員の必要品 をまかなえ

るのでしょうか。

監督の倉庫は，通常 の状態で困窮者 を援助

するために利用され るものです。ですか ら，

倉庫には現在の必要 を満たす 日用品が1年 分

しか用意されていません。そのため，教会の

全家族をそれだけの物資で支えることはとう

てい不可能です。

局地的な災害，例えばアイダホ州のティー

トンダムの決壊のような場合には，教会の生

産 ・配送部が監督 の倉庫 を含む教会の諸施設

を動貝 して，被災者救援にあた ります。 しか

し広域にわたる災害が発生 した場合は，監督

の倉庫があっという間に空になることでしょ

う。

家族 の1年 分の貯蔵が大切なひとつの理由

はそれです。平生は，福祉生産事業で必需品

は充分供給できます し，採算 も取れます。 し

か しもっと切迫 した事態になれば，教会員は

自分で蓄 えた食糧 に頼 りなが ら，教会の指導

者 と共に，作物や 日用品の生産に従事す るこ

とになるで しょう。

家庭における生産 と貯蔵の分野で，私た

ちは具体 的にどのような責任を負ってい

るでしょうか。

教会員の福祉 を図る責任はまず本人，次に

家族，最後に教会が負います。この原則に則

れば，家族は家庭で生産 と貯蔵を行ない， 自

立 と自給自足を心がけるはずです。その手段

としては，

1.所 有の土地で作物を栽培する。また，可
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能な限り食物以外の物 も自家生産す る。

2。 その生産物 の最 も良い保存法 を知る。

3.土 地に合った最良の方法 で食糧やその他

の物資を上手に保存す る。教会は最低1年 分

の食糧や衣料品できれば燃料 も保存するよう

に奨励 しています。水の保存 も大切です。保

存食糧はその家庭の食生活に合 ったもので，

主食を手始めに徐々に増や して行 くとよいで

しょう。(聖 徒の道1976年8月 号，pp.430-

32;1977年2月 号，pp.159-60参 照)

4.現 在所有 している物 を上手に使い，倹 約

に努め，浪費を避ける。

1年 分の生活必需品 というと大変な費用

がかかります。今す ぐには用意 できませ

ん。 しか し家族 にとって大切なことなの

で実行 したいのですが，借金 してもよい

のでしょうか。

それはよくあ りません。教会では，この よ

うなことで借金 をしてはいけない と教 えてい

ます。

教会の福祉プログラムが開始 された時，J・

ルーベ ン ・クラーク ・ジュニア副管長は次の

ように勧告 しています。「災難 を避けるがご と

く借金 を避けようではないか。今借金がある

ならばそれは返 そう。 きょう出来なければ明

日にでも。 自分の収入の範囲で堅実に生活 し

て，何が しかを蓄えようではないか。」(「大会

報告」1937年4月 〔英文〕p。26)

私 た ちはこの勧告 を今 も遵守 しています。

貯蔵は非常に大切 ですが，ひ とつの原則 を守

るために別の原則を破って よいわけがありま

せん。

しか し，収入の範囲内で整然 と主要 な日用

品 を確保す る計画を立てれば，両方の原則を

どちらも守 ることができます。食糧貯蔵を始

め るのに，借金 をしなくて も，ほかに方法は

た くさんあるはずです。

キンボール大管長 はこう言っています。「備

えは不意に投機的に行なうものではない。そ

れは正 しく追求する時に，生活の一部 となる

ものである。」(1976年10月 地区代表セ ミナー

におけ る説教)

1ミ ▼.包. ●
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1年 分 の貯蔵がなぜ必要なので しょうか。

教会 の生産事業 は教会員の必要 を満たす

ためのものではないので しょうか。

教会 の生産事業の第一 目的は監督の倉庫に

食料品や 日用品 を供給することです。監督や

支部長は必要 な時にこれ らの物資 を利用して

困窮者の援助 を行 ないます。

また，生産事業宮体があ らゆる年齢，境遇，

環境の教会貝同士が一緒に，あるいは親子で

肩 を並べて働 く機会 ともなっています。それ

は時間 と才能を捧げ，分かち合い，兄弟姉妹

の愛を深め合 う良い機会 です。 また特 に，有

益な仕事場 として，教会員がいざとい う時の

自立 と自給 自足に必要な技術 を修得す るのに

も役立っています。

教会生産事業の多くを占めるのが農業，す

なわち農場，果樹園，酪農品加工，畜産，養

蜂，養鶏です。ほかにも，かん詰やパン，そ

の他の製造事業が あります。

教会貝にはワー ド部や支部を通 して与 えら

れる割 り当てに従 って働 く義務があ ります。

それは良い機会です。このようにして常時，、

日用品を供給します。また教会貝は，惜 しみ

な く断食献金 と福祉基金 を納めて， 自分に与

えられているものを捧げ，ワー ド部や支部の

困窮者の必要を満たせるように します。

食糧貯蔵 を行 なうことが法律によって禁

じられている国の教会員 はどうすればよ

いのでしょうか。

一般市民の食糧貯蔵 を法律に よって禁 じて

いる国が少数なが らあ ります。 しか し，法規

が制定された当時 と今では状況が変わってい

て，.もはや その法律が不要だ というのが大半

です。例 えば，食料不足のため貯蔵が深刻な

問題になった戦時中に定められた法律が 多く

あります。 このような場合は，教会員や市民

が法律改正の運動 をすることもできると思い

ます。それができなければ，別の方法 を取 り

ます。

その一例が，家庭生産 に励むことです。食

料品以外の生産 にも熟練 し，倹約 と勤勉の原

則 を身につけ ます。また，菜園を造 り，そこ

に各種 の作物 をそのまま貯蔵す るとい う方法

があ ります。

もう研とつは，「生 きたままの貯蔵」です。

家の中で食糧貯蔵 をす るこ とが違法な国でも，

牛，鶏，山羊，羊，豚 を庭先などに飼って，

主要食料のかな りをまかな うことは可能です。

また，大量の貯蔵が違法 でも，数週間分 を蓄

えることは差 し支えないものです。

学生や頻繁に引っ越す人，アパー トの狭

い部屋に住 んでいる人 も，食糧 や日用品

を貯蔵 しなければな りませんか。

狭 い部屋に住んでいる人，引っ越しの多い

人， まだ自分の家庭 を持たない学生たちは，

どんな状況にあっても個人や家族の福祉につ

いては本人に第一の責任があるという原則を

ふ まえて， 自分に必要なもの，優先させ るべ

きもの をよ く考 えてみて下さい。扶助協会中

央管理会会長のバーバラ ・B・ ス ミス姉妹は，

ヤ ングアダル トの姉妹たちも食糧貯蔵に着手

すべ きか どうか と尋ね られた時に，次のよう

に返答 しました。

「学生の内か ら手広 く食糧貯蔵 を始めなさ

いとは奨励 されていませんが，将来を見越 し

た生活 をす るようにすべ きだと思 います。将、.

来のために計画 し，予算を立て，貯蓄する方

法 を学ぶこ とが大切 です。1，2週 間ではな
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く， もっ と長期間分の食料品を用意 してお く

ことがで きると思 い ます。また，上手 な買

い方 を身につけることもで きるでしょう。」

(Eη∫忽η「エ ンサ イン」1977年3月 号，p.37)

しか し，学生結婚 をしている人や学校 を出

て独立している人， また狭いアパー ト暮 らし

や引っ越 しが当分続 くような人は，何か工夫

する必要があ ります。「空間が狭 くとも，小麦，

脱脂粉乳，砂糖，蜂蜜，塩などを貯蔵す るこ

とはできる。 タンス，屋根裏，その他空間を

使えば食糧を貯蔵す るこ とができる。全 く貯

蔵食糧を持たないよりも，数カ月分の食糧で

も貯蔵 しておく方が よい。」(パ ンフレット「家

庭貯蔵計画の基本)

このような状況の人々には， まだ別の貯蔵

方法があ ります。

1.何 か と兼用する。例 えば，マ ッ トレスを

置 く台にする。

2.似 たような状況にあ る家族 と共同で地域

に貯蔵物資 を蓄え，引っ越 したあとでも別の

人がそれを引き継げ るようにする。(これはあ

くまでも理想案ではな く，代案です。緊急事

態が発生すれば，私たちは手持ちの食糧 を人

々に快 く分け与 えるはず です。)
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3.状 況が許せば，非常時に分けて もらうと

いう約束のもとに自分の両親や家族同然の人

々の食糧貯蔵計画に加 えさせて もらう。

熱帯，亜熱帯地方の人々にはどの ような

方法があるで しょうか。

暑い地方では温暖な地方にできない良 い方

法があ ります。一年中いろいろな果物や野菜

が栽培できるので，穀類の代わ りにタロ芋，

カサバ， さつ ま芋をその まま畑にねかせてお

くとよいでしょう。 また，粉 ミルクの代 わり

に魚や鶏や豚が利用できます。

熱帯の高温では貯蔵食糧の傷みが早いので，

温暖地方で1年 置け るものも数 カ月で回転 さ

せるように します。 また食糧は一番涼 しい所

に貯蔵 して下 さい。乾燥食品は多湿を嫌 いま

すので，乾燥 した場所に保存 して下 さい。



ダ

霊 の 飢 え

ウ ィ リアム ・G・ ダ イヤ ー

第二次世界大戦が終わるとす ぐに，私は大学 に入 り，大学のワー ド部に出席 した。

そのワー ド部で私の 出席した 日曜学校 のクラスの教師は，私 と同 じように帰還軍入で

若い人だつた。ある 日，彼は兵役中のある経験 を話 して くれた。末 日聖徒 の軍人の集

会に行 く途 中，彼は幼 な友達 に会った とい う。その友達 も末 日聖徒だった。そこで一緒

に集会に行 こうと誘 ったところ，友達は言った。「ああいう集会 に行 くのはやめたんだ。」，

「どうしてだい。」

「これ まで何年間 も教会へ行 ったけど
，何ひ とつ覚 えちゃいない。 日曜学校のレッ

スンひ とつ覚えていないか らさ。君は先週， 日曜学校 と聖餐会 に行 っただ ろう。」

「ああ，行ったよ。」

「どんな話だったか覚 えてるかい
。どんな話だった。」

「正直に言 って覚 えていないよ
。」 日曜学校の教師は答 えた。

す ると友達は言った。「じゃあ，なぜ行 くんだい。覚 えもしないのに，なぜ，行 く，ん

だい。」

私は教師の話 を興味深 く聴いていた。 というのも，先週の日曜 日の聖餐会の話を思

い出そ うとした ところ，私 自身思い出せなかったか らである。そこで私は， 日曜学校

の教師が何 と答えるか，次の言葉 を待った。彼はこの友達に次のよ'うに言ったのであ，

った。「君は 日に3度 ，食事 をするだろう。」

「ああ，するよ。」

「君は
，毎 日食事 をして きたわけだ。ところで，先週は何 を食べたか覚 えてるかい。」

「いいや
。」

「じゃあ
，先週の 日曜 日に何 を盒べたか思い出せ るかい。」

「いや，思い出せない。」

「それ じゃあ
，なぜ食べ るんだい。食べた ものを思い出せないというのに，なぜ食

べ るんだい。」

す ると友達は答えた。「食べなければ生 きて行けないか らさ。決 まっているだうつ。

飢 え死に して しまうよ。」 そこで 日曜学校 の教師は言った。「ぼ くが集会に行 くの も同
かて

じ理由さ。ぼ くたちの霊に も，ある量の糧が必要 なんだ。もしそれ をとらなければ，霊

が死んで しまう。ぼ くはそうな りた くないからねえ。」
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